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１  2020 年度の活動状況の概要  

 

(１ )  は じめに  

 明 石 市 行政オンブズマン制度は、開かれた市政の推進と 市政に対す

る市民の信頼の向上を図ることを目的に、市民の市政に関する苦情を

公正かつ中立的な立場で簡易迅速に 調査し、必要に応じて、行政の非

違の是正等の勧告及び制度の改善を求めるための意見を表明すること

により、問題解決を目指す制度です。  

 平 成１ ９年７月に要綱により設置し、平成 ２２年７月１日から施行

された「明石市法令遵守の推進等に関する条例」で規定されています。  

 

(２ )  苦 情申立ての受付状況  

苦情申立てとして受け付け た件数は２件、オンブズマンが相談・面

談をした件数は２件、事務局への相談・問合せは５件でした。  

 

(３ )  苦 情申立ての処理状況  

苦情申立ての処理件数は２件ですが、年度内に調査終了することが

できず、今年度報告は、昨年度から継続処理分の１件となります。  

 

(４ )  オ ンブズマンの自己の発意に基づく調査の件数  

オンブズマンの自己発意に基づく調査はありませんでした。  

 

(５ )  そ の他の活動状況  

第１から第４の水曜日の活動 及び月１度オンブズマン会議。毎年、

東京で開催される「全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会」は、

新型コロナウイルス感染症により開催されませんでした が、今年度、

「各構成自治体における新型コロナウイルス感染症関連の取組に係る

情報共有」として各自治体がアンケートに答え情報を共有しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

明石市行政オンブズマン  

○森
もり

 有
ゆ

美
み

 代 表 オンブズマン（弁護士）  

 任 期 ：２０２１年４月１日～２０２３年３月３１日  

 

○ 工藤
く ど う

 涼 二
りょうじ

 オ ンブズマン（弁護士）  

 任 期 ：２０２０年４月１日～２０２２年３月３１日  
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２  オンブズマン所感  

(１ )森
もり

 有
ゆ

美
み

 代 表 オンブズマン  

 ２０２０年度は、新型コロナの感染拡大により、生活も仕

事のやり方も何もかもが、それまでとは大きく変わってし

まう１年となりました。 

  オンブズマンの活動についても、令和２年４月の第１回目

の緊急事態宣言の発出時には、事実上、休止の状態になりま

したし、年に１度開催される全国オンブズマン会議も中止

となるなどの影響はありましたが、２０２０年度のオンブ

ズマンの活動全般としてみますと、オンブズマン制度への問い合わせが５件、オ

ンブズマンの面談・相談は５件、そのうち、苦情申立が２件と、昨年度と同じ程

度の件数となりました。 

 私としては、このコロナ禍において、当事者からの事情聴取を、従前のように、

直接面談という方法で行えるのかという点を心配しておりましたが、市民相談室

のご尽力により、換気の行える広い会議室を確保していただくことができました

ので、ソーシャルディスタンスを保ちながら、申立人や担当課の職員の方と直接

面談し、ゆっくりと事情を伺うことができました。申立人、担当部局や市民相談

室の担当者の皆様のご協力により、コロナ禍においても、行政オンブズマンの制

度を滞ることなく実施し続けることができ、本当に有難く思っております。 

 私が、本年度担当した案件は、対象機関が市民生活局であり、証明書発行の際

のやりとりが問題となった案件でした。明石市においても、行政サービスのデジ

タル化が進んでおりますが、まだまだ、人の手でやらねばならない手続はありま

すし、十分に気を付けておられてもミスが生じることもあります。本件は、ミス

を訂正していく過程での説明ややりとりの中で、相互に誤解や不信感が生じてし

まい、トラブルに発展してしまった事案でした。本件を担当し、私自身も、行政

サービスに限らず、何事においても、ミスをした場合こそ、丁寧な説明と迅速な

対応が大切であること、説明や対応に納得していただくためには、普段からの信

頼関係が重要であることを再認識いたしました。担当部局の方々も、この点をご

理解の上、市民の皆様からもっと信頼される行政となるよう努めていただいてい

ることと思います。 

 オンブズマンへの苦情申立やご相談を通じての市民の皆様のご指摘は、明石市

の行政サービスの向上や、将来の紛争防止につながります。コロナ禍では、来庁

の上での申立等が難しいこともあるかとは思いますが、お電話での受付も可能で

すので、今後も、ぜひ、オンブズマン制度をご利用いただきますようお願い申し

上げます。  
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(２ )工 藤
く ど う

 涼 二
りょうじ

 オ ン ブズマン   

一 昨 年 秋 に 中 国 や イ タ リ ア で 発 生 し た 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス に よ る 肺 炎 感 染 は 、 年 を 越 し て か ら わ が 国 で も

患 者 数 や 死 者 数 が 本 格 的 に 増 加 し 、 ご 存 知 の よ う に 昨

年 ４ 月 に は 全 国 的 規 模 で 緊 急 事 態 宣 言 が 発 出 さ れ ま し

た。  

こ の 時 期 は 、 裁 判 所 の 裁 判 す ら ほ ぼ 全 面 的 に 停 止 し

て し ま い 、 デ パ ー ト や 飲 食 店 な ど も 閉 鎖 さ れ る 事 態 と

なり まし た。 そ の 後、 いっ たん 下 火 にな った 時期 は あ った もの の、 二 度、  

三 度 と感 染者 数 が 増加 した ため 、 首 都圏 や関 西圏 で も まん 延防 止措 置 や緊

急事態宣言が繰り返し発出されています。  

この ウイ ル スが 明 石市 の業 務 にも 大 きな 影響 を 及ぼ し たこ とは 間 違い の

ないところで、市民対応の窓口部署を見ても、あちらこちらに飛沫防止のた

めの アク リル 板 や 透明 シー トが 設 置 され てい ます 。 お そら く窓 口業 務 でな

い部署でも種々の対策がされているのではないかと 思います。  

その 影響 が 市民 の 苦情 申立 て にも あ るの かど う かは は っき りと し ませ ん

が、 令和 ２年 度 の 苦情 申出 件数 は 令 和元 年に 比較 す る とか なり 少な い もの

でした。  

しかし、件数の少なさと内容の軽重は必ずしも連動するものではなく、私

の担 当し た案 件 は 、い ずれ も苦 情 を 申し 立て られ た ご 本人 と関 係部 署 の担

当者 から 数回 の 事 情聴 取を しな け れ ばな らな いも の で した ので 、相 応 の労

力を要する事案でした。  

私の よう な 個人 事 務所 の弁 護 士は 、 多く の事 を 自分 で 処理 しな け れば な

らな いの です が 、 明石 市で は基 本 的 なと ころ は事 務 局 が担 当し て処 理 して

くれますので、非常に助かります。  

先に 述べ た 当事 者 や関 係者 か らの 事 情聴 取に つ いて も 、日 程調 整 はも ち

ろん のこ と、 聴 取 した 内容 につ い て もき ちん とし た 記 録を 作成 して く ださ

いますので、私は、最後の判断の箇所を考えて起案するだけで済みます。も

し、 これ を全 部 一 人で する とな る と 大変 な作 業に な る こと は言 うま で もな

いところですので、事務局の方々の存在はとても有難く感じています。  

昨年、その事務局を通して入手できた資料に、各自治体のオンブズマンの

活動 状況 に関 す る 報告 書が ある の で すが 、 そ の中 に 非 常に 興味 深い も のが

ありました。  

何か とい い ます と 、少 なく と も私 が 明石 市の オ ンブ ズ マン を拝 命 して か

らこ れま でに 担 当 した 案件 は、 す べ て 市 民の 方か ら の 申立 てを 受け て 調査

したものですが、自治体によっては、数は少ないながらもオンブズマンが、

市民 から の苦 情 申 立て を 待 つこ と な く、 主体 的に 調 査 に乗 り出 して 意 見を

表明されたというところがありました。  

オンブズマン活動の新しい一面を知らされた気がしました。        
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３ オンブズマン制度の利用状況 

 

 (１) オンブズマンへの苦情申立て 

   件数 ２件 

 

ア 方法別件数内訳                          （単位：件） 

 

 

イ 対象機関別件数内訳                        （単位：件） 

 

ウ 苦情申立て内容 

 
                         ②・③ 案件については次年度繰越し 

 

エ 処理結果別件数内訳  上記①案件                （単位：件） 

 

① 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

② 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

6月

郵　送 0

ファクシミリ

月別計

10月

方法

0

4月 5月 8月7月

0

0

持　参

月
9月 1月12月

方法
別計

2月 3月11月

① 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

② 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

0

12月

月別計

3月2月11月 1月8月

こども局明石こどもセンター

6月4月
月 対象機

関別計9月7月
対象機関

福祉局生活支援室生活福祉課

5月

0

0

10月

件数 処理

R2.6.22

継続分完了

次年度繰越し

次年度繰越し

行政組織 受付年月日

③
審査請求人に対し無断で他機関（兵庫県中央こども家
庭センター）と連携を行ったことに関すること。

生活福祉課 令和2年12月15日

明石こどもセンター

②
通院移送費におけるケースワーカーの対応及び、ケー
ス記録に関すること

1件

①
市民生活局（高丘
サービスコーナー）

1件 令和2年3月31日
証明書発行において職員から不当な扱いを受けた件に
関すること

1件 令和3年3月4日

内　容

① 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

② 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

⑤ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

2

3

12月

市の業務に不備の無かったもの

処理結

果別計1月

オンブズマンが意見を表明したもの

2月9月 10月

計

7月 8月6月
月

4月 11月

苦情申立ての趣旨に沿ったもの 0

3月5月

0

月別計

調査しないこととしたもの

※調査継続中

調査を打ち切り・中止したもの

0

0

0

0

処理結果



- 5 - 

 (２) オンブズマンの面談・相談 

   件数 ５件 

ア 状況別件数内訳                          （単位：件） 

 

イ 相談・面談内訳 

 
                         ⑤・⑥ 案件については次年度繰越し 

 (３) オンブズマン制度についての問合せ 

   件数 ５件 

ア 内容別件数内訳                         （単位：件） 

 

イ 方法別件数内訳                         （単位：件） 

 

(４) オンブズマンの自己の発意に基づく調査 

    件数 ０件

月

① 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

② 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3

1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 5

3月10月 2月12月9月 1月11月4月

苦情申立てを受けての面談

8月
状況

7月
状況
別計

6月5月

苦情申立てにならなかった相談 1

0

1月別計

件数 処理

R2.6.22

繰越し分完了

R2.5.20

対象外

R2.7.8

対象外

R2.10.16

相談のみ

次年度繰越し

次年度繰越し

こども支援課 1件 令和2年10月16日

長女（小5）が次男（中学生・知能は2歳程度）による
性的虐待として、児童相談所に送致されている。一方
的に保護しているので返してほしい。

公文書開示請求は、明石市保有の公文書に対して行っ
たものであるにもかかわらず、審査請求人に対し無断
で他機関（兵庫県中央こども家庭センター）と連携を
行ったことに関すること。

1件明石こどもセンター

行政組織 受付年月日

① 市民生活局（高丘サービスコーナー） 1件

令和2年12月15日
通院移送費におけるケースワーカーの対応及び、ケー
ス記録に関すること。

③ 1件
職場内で学童保育指導員から職場ハラスメントを受け
ている。

内　容

証明書発行において職員から不当な扱いを受けた件に
関すること。

令和3年3月4日

1件 令和2年4月10日

火災は第一発見者の仕業によるものではないかと考え
る。火災の原因を自身の失火であることにして事件を
もみ消そうとしているのではないか。

令和2年6月23日

令和2年3月31日

④

生活福祉課 1件

② 消防局

⑤

こども育成室

⑥

① 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 5

② 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 5

9月 10月 12月
月

1月 2月 3月7月
内容
別計

11月

制度に対する意見・批判

1苦情申立ての相談

6月 8月
内容

5月4月

月別計 1

0

0制度に関する質問

担当課からの情報提供 0

① 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

② 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3

③ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 5

3月1月 2月

0

12月

方法
11月7月

月別計

4月
月 方法

別計

1

来　庁

10月9月

その他

6月

1

0

電　話

8月5月
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(５) 区分別処理状況                           

（単位：件）  

 

件数

1

1 1

　 (1) 1

① 0

ア 0

イ 0

ウ 0

② 0

③ 0

ア 0

0

イ 0

④ 1

ア 0

0

0

0

0

0

イ 0

0

0

0

0

0

(2) 2

2 0

　 (1) 0

① 0

② 0

(2) 0

3 0

① 0

② 0

苦情申立書提出に関する書類の不備・要件を満たさないもの

不受理としたもの（補正措置に従わないなど）

却下したもの（受理したが申請書に不備発生など）

処理件数

苦情申立人が利害を有しないもの

ｄ

オンブズマンの行為に関するものｅ

区　　　分

職員の自己の勤務内容に関するもの

ｂ

所管外となったもの

調査を打ち切ったもの

調査継続中のもの

ｄ

ｅ

処理を終了したもの

内容が虚偽、不適切なもの

調査することが相当でないもの

オンブズマンの自己の発意に基づく調査

調査継続中のもの

オンブズマンの意向に沿ったもの

オンブズマンが意見を表明したもの

ｃ 事実のあった日から１年を経過したもの

市の機関の業務の執行や当該業務に関する職員の行為に当たらないもの

調査対象外であることがわかったもの

ａ

調査を打ち切り・中止したもの

議会に関するもの

ａ

ｂ

ｃ

裁判や行政上の不服申立手続等で審理中又は審理済のもの

うち、苦情申立ての取下げによるもの

調査をしないこととしたもの（※複数の理由によるものがある）

調査を中止したもの

監査委員が請求に基づき監査中又は監査済のもの

苦情申立ての趣旨に沿ったもの

調査の過程で解決したもの

苦情申立て

意見表明したもの

市の業務に不備の無かったもの

処理を終了したもの

勧告したもの
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４  処理事例 

（１）苦情申立て事例１（調査をしないこととしたもの） 

苦情申立て対象機関 高丘サービスコーナー 

苦情申立ての内容 
明石市高丘サービスコーナー等で明石市職員から不当な取

扱いを受けた。 

調査しない理由 

１ 調査事項 

  オンブズマンは、申立人との面談及び提出資料の各内

容を踏まえて、明石市法令遵守の推進等に関する条例

（以下「条例」という。）によりオンブズマンの調査対

象とすることが認められている以下の事項を中心に調

査することとした。 

 ①  令和元年５月 24 日付け印鑑証明書に公印が記載

されていない理由 

 ②  市からの手数料の請求は正当であったかどうか 

 ③  ②の請求行為に違法性はなかったのか 

 ④  同年 10 月 23 日の職員への暴行の有無 

２ 担当職員からの聴き取り内容 

 ⑴  論点①及び② 

   令和元年５月 24 日、申立人は明石市高丘サービス

コーナー（以下「サービスコーナー」という。）に来庁

し、印鑑証明書の発行を申請した。発行後、再度申立

人が窓口に現れ、登録印鑑の変更手続と新たに登録し

た印鑑の証明書の発行を求めた。担当職員は最初に発

行した証明書と領収書を回収し、新しい印鑑証明書を

発行して差替えることとした。 

   サービスコーナーで登録した新しい印鑑の証明書

には公印が印刷されないため、公印を押印し、公印簿

に押印する手順となっているところ、公印の押印を失

念し、印鑑登録手数料の徴収も忘れた。 

   後刻、申立人に電話をして事情を説明したが、申立

人は公印のない印鑑証明書をそのまま使用すると述

べ、印鑑証明書の差し替えに応じてもらえなかった。 

 ⑵  論点③ 

   同年６月４日に職員が手数料を請求する電話をか

け、市民センターで面談することとしたが、申立人が

来庁することはなかった。 

   また、７月４日付けで手数料の納付を促す文書を送

り、申立人に電話をしたところ、すぐに切られた。 

   そして、12 月 12 日付けで釣銭と領収書を申立人

に送付した。 

 ⑶  論点④ 

   同年 10 月 23 日、サービスコーナーに来庁した申

立人に対し、市職員が手数料を納付するよう述べたと

ころ、立ち上がろうとした市職員を申立人が突き、市

職員は床に転がった。 
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３  オンブズマンの見解 

 ⑴  論点①及び② 

サービスコーナーで新たに印鑑を登録した場合は、

証明書に公印が自動的に押印されないシステムとな

っており、職員が印鑑証明書に公印を押印し、公印簿

にも押印する手順となっていたところ、本件において

は、職員による公印の押印漏れが生じ、公印の押印が

ない印鑑証明書が苦情申立人に交付されてしまった

という事案である。印鑑証明書の発行については、先

に発行された印鑑証明書との差し替えで処理される

こととされたため、既に申立人が支払済みの証明書発

行手数料３００円以上は生じないこととなる。しかし

ながら、申立人は新たな印鑑を登録したことから、そ

の手続費用 300 円は生じることになるので、市の担

当者が、申立人に対し、印鑑登録の手数料として 300

円を請求したことは正当であったと認められる。 

 ⑵  論点③ 

市の担当者は、電話によって申立人に対して印鑑登

録手数料 300 円を請求したが、その電話の日時、回

数及び頻度については双方の主張に隔たりがある。し

かしながら、本件では、着信履歴等の客観的かつ具体

的な資料の提出がないため、双方の主張・立証を尽く

した上で事実を確定するとなると、事実の確定までに

は、かなりの時間を要することとなり、市民の市政に

関する苦情を簡易迅速に処理するというオンブズマ

ン制度の目的に合致しないことから、オンブズマンと

しては、これ以上論点③について調査をすることは相

当でないと判断した。 

 ⑶  論点④ 

申立人の市職員に対する暴行の状況については、

動画等の客観的資料の提出がなく、双方の主張・立証

の上で事実を判断することとなると、かなりの時間を

要すること、既に他の公的機関による結論が出ている

ところ、その判断をオンブズマンが事後的に調査対象

とするのは相当でないこと等から、オンブズマンとし

ては、これ以上論点④について調査することは相当で

ないと判断した。 

４ まとめ 

  オンブズマンの調査により判明した事実は、以上のと

おりであり、論点③及び④に係る事実については、条例

54 条１項５号により、これ以上の調査を行わないこと
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とした。 

以上 

苦情申立ての受付年月日 ２０２０年（令和２年）３月３１日 要した日数 

市の機関への調査年月日 ２０２０年（令和２年）５月２７日    １日間 

調 査 結 果 通 知 年 月 日 ２０２０年（令和２年）６月２２日  ８３日間 
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５ 明石市法令遵守の推進等に関する条例（抜粋） 

第５章 行政オンブズマン 

（行政オンブズマンの設置） 

第42条 市民の市政に関する苦情を公正かつ中立的な立場で簡易迅速に処理

し、並びに行政の非違の是正等の勧告及び制度の改善を求めるための意見を

表明することにより、市民の権利利益の擁護を図り、もって開かれた市政の

より一層の進展と市政に対する市民の信頼の向上に資することを目的とし

て、本市に行政オンブズマンを置く。 

（オンブズマンの所管事項） 

第43条 行政オンブズマン（以下「オンブズマン」という。）の所管する事

項は、市の機関の業務の執行に関する事項及び当該業務に関する職員の行為

（以下この章において「市の業務」という。）であって、次に掲げる事項に

該当しないものとする。 

(１) 訴訟手続その他の裁判所における手続、刑事事件その他犯則事件に関

する法令の規定に基づく手続又は行政上の不服申立ての手続その他の紛

争処理制度において既に審理が行われ、又は現に行われている事項 

(２) 監査委員が請求に基づき既に監査を実施し、又は現に監査を実施して

いる事項 

(３) 議会に関する事項 

(４) 職員の自己の勤務内容及び身分等に関する事項 

(５) オンブズマンの行為に関する事項 

（オンブズマンの職務） 

第44条 オンブズマンの職務は、次のとおりとする。 

(１ ) 市の業務に関する苦情の申立てを受け付け、簡易迅速に処理するこ

と。 

(２) 前号の苦情の申立てを端緒として、自己の発意に基づき市の業務に関

する事案を取り上げて調査すること。 

(３ ) 第１号の規定により受け付けた苦情又は前号の規定により取り上げ

た事案（以下この章において「苦情等」という。）について、市の機関に

対し非違の是正又は改善のため必要な措置（以下この章において「是正等

の措置」という。）を講ずるよう勧告すること。 

(４) 苦情等の原因が制度そのものに起因すると認める場合において、当該

制度の改善を求めるための意見を表明すること。 

(５ ) 第３号の規定による勧告又は前号の規定による意見の表明の内容を

公表すること。 

（オンブズマンの責務） 

第45条 オンブズマンは、市民の権利利益を擁護するため、公平かつ適切に

その職務を遂行しなければならない。 

２ オンブズマンは、その職務の遂行に当たっては、市の機関との連携を図り、

相互の職務の円滑な遂行に努めなければならない。 
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３  オンブズマンは、その地位を政党又は政治的目的のために利用してはなら

ない。 

（市の機関の協力） 

第46条 市の機関は、オンブズマンの職務の遂行に関し、その独立の立場を

尊重しなければならない。 

２ 市の機関は、オンブズマンの職務の遂行に関し、積極的に協力し、援助す

るよう努めなければならない。 

（市民等の協力） 

第47条 市民その他オンブズマンに関する制度を利用する者は、第42条に規

定するオンブズマンの設置の目的を達成するため、オンブズマンに関する制

度の適正かつ円滑な運営に協力しなければならない。 

（オンブズマンの組織等） 

第48条 オンブズマンの定数は、２人とし、そのうち１人を代表オンブズマ

ンとする。 

２ オンブズマンは、人格が高潔で社会的信望が有り、かつ、地方行政に関し

優れた識見を有する者のうちから、市長が委嘱する。 

３ オンブズマンの任期は、２年とし、再任されることができる。 

４ オンブズマンは、それぞれ独立して職務を行う。ただし、相互に協力する

ことを妨げない。 

（兼職等の禁止） 

第49条 オンブズマンは、公職者又は政党その他の政治団体の役員と兼ねる

ことができない。 

２ オンブズマンは、本市と特別な利害関係にある企業その他の団体の役員と

兼ねることができない。 

（オンブズマンの守秘義務） 

第50条 第９条第１項の規定は、オンブズマンの守秘義務について準用する。 

（解嘱） 

第51条 市長は、オンブズマンが心身の故障のため職務の遂行に堪えないと

認めるとき、又は職務上の義務違反その他オンブズマンとしてふさわしくな

い行為があると認めるときは、解嘱することができる。 

２ オンブズマンは、前項に規定する場合を除いては、在任中、その意に反し

て解嘱されることがない。 

（オンブズマン会議） 

第52条 次に掲げる事項を協議するため、オンブズマン会議を設ける。 

(１) オンブズマンの職務執行の方針に関すること。 

(２) オンブズマンの活動状況の報告に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、オンブズマンの協議により必要と認める

事項 

２ オンブズマン会議は、代表オンブズマンが招集する。 

３ 前２項に定めるもののほか、オンブズマン会議の運営に関し必要な事項
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は、代表オンブズマンがオンブズマン会議に諮って定める。 

（苦情の申立て） 

第53条 何人も、オンブズマンに対し、市の業務について苦情を申し立てる

ことができる。 

２ 前項の規定による苦情の申立て（以下この章において「苦情申立て」とい

う。）は、次に掲げる事項を記載した苦情申立書により行わなければならな

い。ただし、オンブズマンが苦情申立書によることができない特別の理由が

あると認めるときは、この限りでない。 

(１) 苦情申立てをしようとするものの氏名及び住所（法人その他の団体に

あっては、名称、事務所又は事業所の所在地及び代表者の氏名） 

(２) 苦情申立ての趣旨及び理由並びに原因となった事実のあった年月日 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市長が別に定める事項 

３ 苦情申立ては、代理人により行うことができる。 

（調査対象外事項） 

第54条 オンブズマンは、苦情申立てが次の各号のいずれかに該当すると認

めるときは、当該苦情申立てに係る苦情について調査しない。 

(１) オンブズマンの所管する事項でないとき。 

(２) 苦情申立てをした者（以下この章において「苦情申立人」という。）

が、苦情申立ての原因となった事実について利害を有しないとき。 

(３) 苦情の内容が、苦情申立ての原因となった事実のあった日から１年を

経過しているとき。ただし、正当な理由があるときは、この限りでない。 

(４ ) 苦情の内容が虚偽であるものその他オンブズマンの設置の目的に照

らして不適切なものであると認めるとき。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、調査することが相当でない特別な事情が

あると認めるとき。 

２ オンブズマンは、前項の規定により調査しないときは、苦情申立人に対し、

理由を付してその旨を速やかに通知しなければならない。 

（調査の通知等） 

第55条 オンブズマンは、苦情等について調査を行うに当たっては、あらか

じめ、関係する市の機関に対し、その旨を通知しなければならない。 

２ オンブズマンは、苦情等の調査を開始した後においても、その必要がない

と認めるときは、調査を中止することができる。 

３ オンブズマンは、前項の規定により苦情等の調査を中止したときは、当該

苦情等が、申立てに係るものである場合にあっては理由を付してその旨を苦

情申立人及び第１項の規定により通知した市の機関に、自己の発意に基づく

ものである場合にあっては同項の規定により通知した市の機関に速やかに

通知しなければならない。 

（オンブズマンによる調査の方法等） 

第56条 第16条第２項、第17条及び第18条（第５項を除く。）の規定は、

オンブズマンによる苦情等の調査について準用する。 
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（出資団体等の調査への協力） 

第57条 出資団体等及び指定管理者は、オンブズマンが行う苦情等の調査に

ついて、協力するよう努めるものとする。 

（苦情等の調査結果の通知） 

第58条 オンブズマンは、苦情等の調査を終了したとき（第55条第２項の規

定に該当する場合を除く。）は、その結果を、次の各号に掲げる苦情等の区

分に応じ、当該各号に掲げるものに速やかに通知しなければならない。 

(１ ) 苦情申立てに係る苦情 苦情申立人及び第55条第１項の規定により

通知した市の機関 

(２ ) 自己の発意に基づき取り上げた事案 第55条第１項の規定により通

知した市の機関 

（勧告及び意見表明） 

第59条 オンブズマンは、苦情等の調査の結果、必要があると認めるときは、

関係する市の機関に対し是正等の措置を講ずるよう勧告することができる。 

２ オンブズマンは、苦情等の調査の結果、その原因が制度そのものに起因す

ると認めるときは、関係する市の機関に対し当該制度の改善を求めるための

意見の表明をすることができる。 

３ オンブズマンは、苦情申立てに係る苦情について第１項の規定により勧告

し、又は前項の規定により意見の表明をしたときは、苦情申立人に対し、そ

の旨を速やかに通知しなければならない。 

（勧告及び意見表明の尊重） 

第60条 前条第１項の規定による勧告又は同条第２項の規定による意見の表

明を受けた市の機関は、これを尊重しなければならない。 

（オンブズマンへの報告等） 

第61条 オンブズマンは、第59条第１項の規定による勧告又は同条第２項の

規定による意見の表明をしたときは、当該勧告又は意見の表明をした市の機

関に対し、その是正等の措置又は制度の改善の状況について報告を求めるも

のとする。 

２ 前項の報告を求められた市の機関は、当該報告を求められた日の翌日から

起算して60日以内に、オンブズマンに対し是正等の措置又は制度の改善の

状況について報告するものとする。この場合において、是正等の措置又は制

度の改善を講ずることができない特別の理由があるときは、理由を付してオ

ンブズマンに報告しなければならない。 

３ オンブズマンは、苦情申立てに係る苦情について前項の規定による報告が

あったときは、苦情申立人に対し、その旨を速やかに通知しなければならな

い。 

（勧告等の内容の公表） 

第62条 オンブズマンは、第59条第１項の規定による勧告若しくは同条第２

項の規定による意見の表明をしたとき又は前条第２項の規定による報告が

あったときは、その内容を公表するものとする。 
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２  第25条の規定は、前項の規定による公表について準用する。 

（事務局） 

第63条 オンブズマンに関する事務を処理させるため、規則で定めるところ

により事務局を置く。 

（オンブズマンの活動状況の報告） 

第64条 オンブズマンは、毎年、規則で定めるところによりその活動状況に

ついて市長及び議会に報告するとともに、これを公表するものとする。 
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